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Long-term variations of the structures of planetary-scale waves

observed in Akatsuki LIR images
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　金星は自転周期が非常に長い惑星であるが，高度70kmで100m/sにもなる非常に速い巡行風が吹いている

（Schubert et al.1980）。この風は超回転と呼ばれる。この風は非軸対称渦による運動量の輸送によって引き

起こされ，維持されると予測されており(Gierasch, 1975; Rossow and Williams, 1979; Del Genio and

Rossow, 1990），金星の大循環モデル計算ではそのような緯度方向の運動量輸送が示唆されている

（Yamamoto and Takahashi, 2003など）。本研究では，惑星規模の波が寄与している可能性に着目し，観測

から金星の惑星規模の波の構造を明らかにすることを目指す。惑星規模の波動はこれまでに，周期4日のケル

ビン波や周期5日のロスビー波など，波数1の惑星規模の波の存在が金星探査によって確認されている（Del

Genio and Rossow, 1990; Kouyama et al., 2015; Imai et al. 2019; Kajiwara et al, 2021)。これらの惑星規模

の波動は，振幅が数日から数ヶ月の時間スケールで変化しているということが日本の金星探査機「あかつ

き」の紫外線イメージャーによる雲追跡の観測から明らかになっている(Imai et al., 2019)。また，「あかつ

き」の中間赤外カメラによる観測で，高緯度側に複数の周期の波が同時に見えていることも明らかになってい

る(Kajiwara et al., 2021)。しかし，これらの惑星規模の波動が長期的に変化する様子や，鉛直伝播の構造につ

いてはこれまで観測から明らかにされていなかった。 

　本研究ではKajiwara et al. (2021)の手法を改善したうえで「あかつき」の中間赤外カメラ（LIR）を用い，輝

度温度変化から惑星規模の波を検出した。長期間の観測データから得られる結果を比較し，観測高度が光の出

射角に依存することを利用して，惑星規模の波動の鉛直構造を明らかにする。さらに解析においては，金星の

ローカルタイムに依存した熱潮汐の影響を取り除き，ロスビー波やケルビン波の寄与のみを考察するため

に，熱潮汐の検出も行った。データを取得した時期や解析に用いた出射角に依存する観測高度の違いによって

惑星規模の波の振幅が異なっており背景の風速の変動と関係がある可能性がある。
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